
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mail；yoshida-chu@unnan.ed.jp 

島根県雲南市立吉田中学校 

〒690-2801 島根県雲南市吉田町吉田 1080-4  TEL 0854-74-0140 FAX 0854-74-0026 

 

めざす生徒像 
〇かしこい生徒（創造） 
 進んで学び よく考え きちんと表現しよう 
〇心豊かな生徒（敬愛と協同） 
 自分と他人を大事にし 協力して 取り組もう 
〇たくましい生徒（剛健） 
 目標に向かって 元気に 根気強く がんばろう 

令和 3 年度雲南市立吉田中学校だより   令和 4 年 3 月 8 日号  文責;北川宏己  

学校教育目標：「吉田を愛し 心豊かに たくましく生きる生徒の育成」 HP   QR コード 
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１
・
２
年
生
が
感
謝
の
気
持
ち
を

こ
め
て
、
「
３
年
生
を
送
る
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
企
画
・
運
営
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
明
日
は
卒
業
式
で
す
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
第
２６
期
卒
業

生
で
す
。
平
成
８
年
３
月
に
、
そ
れ

ま
で
の
吉
田
中
学
校
と
田
井
中
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
を
行
い
、
４
月

に
新
生
吉
田
中
学
校
が
開
校
式
を
行

い
ま
し
た
。
翌
年
３
月
、
新
生
吉
田

中
学
校
の
第
１
期
卒
業
生
（
平
成
８

年
度
）
２７
名
が
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
４１
歳
く
ら
い
に
な
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
昨
年

の
第
２５
期
卒
業
生
（
令
和
２
年

度
）
ま
で
で
、
合
計
総
数
５５６
名
の

方
々
が
新
生
吉
田
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
て
い
ま
す
。
卒
業
証
書
に
は
番
号

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
番
号
を

見
る
と
自
分
が
、
吉
田
中
学
校
を
何

番
目
に
卒
業
し
た
か
が
わ
か
り
ま

す
。
今
ま
で
に
５５６
名
も
の
人
が
、

思
い
を
も
っ
て
卒
業
し
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ご
家
族
や
近
所

に
方
に
も
卒
業
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
吉
田
中
学
校
の
歴

史
、
伝
統
を
感
じ
ま
す
ね
。
さ
ぁ
、

明
日
は
皆
さ
ん
の
番
で
す
。
胸
を
張

っ
て
、
堂
々
と
巣
立
っ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

卒
業
お
め
で
と
う
！
そ
し
て
、
思

い
出
を
た
く
さ
ん
残
し
て
く
れ
て
、

卒
業
あ
り
が
と
う
‼ 

すてきな校歌を声高らかに！ 

た
た
な
ず
く
青
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う
る
わ
し
き
ふ
る
さ
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こ
こ
に
光
は
生
れ 

こ
こ
よ
り
川
は
流
れ
は
じ
め
る 

木
漏
れ
日
の
岩
打
つ
水
の 

き
ら
め
き
よ
瞳
に
宿
れ 

わ
れ
ら
は
誇
る 

吉
田
中
学 

た
た
な
ず
く
青
垣 

う
る
わ
し
き
ふ
る
さ
と 

こ
こ
に
英
知
は
生
れ 

こ
こ
よ
り
時
は
流
れ
は
じ
め
る 

伝
統
の
は
が
ね
吹
く
火
の 

か
が
や
き
よ
未
来
を
照
ら
せ 

わ
れ
ら
は
誇
る 

吉
田
中
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新生徒会主催「３年生を送る会」より 

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！！ 



 

アルミ缶・古新聞・古雑誌・段ボール回収は常時行っています。駐車場に回収箱を設置していますので、ご協力をよろしくお願いします。 

段ボールは、折りたたんで入れてください。（お願い）コンテナの中にはアルミ缶以外は入れないようにお願いいたします。 

★ AED設置場所  生徒昇降口に向かって右側に設置しています。 
 

■県書初め展    特選…1年生 １名 

          その他の入賞については次号学校だよりでお知らせいたします。 

■市英語コンテスト 金賞、銀賞受賞者へ賞状を授与しました。 

■日本実用英語検定 今年度もたくさんの生徒がチャレンジしました。 

■県吹奏楽連盟表彰 吹奏楽部部長                      皆さん、おめでとうございます！ 

栄光の足跡！ 

学校評価についてお知らせします！ 

！ 

 

保護者・地域の皆さまへ 

 ２月２４日(木)、吉田中学校教育後援会正・副会長会が行われました。皆さまから吉田中学校へいただきました教育活動助成

費等の決算報告をいたしました。おかげさまで、本たよりや HPで紹介しましたように生徒は部活動や学習活動に精一杯取り組

むことができました。また今年度は環境整備費として松の剪定、体育館裏庭木剪定、中庭桜記念樹移植作業等にも使わせていた

だきました。緑に囲まれた良い環境の中で生徒・教職員とも気持ちよく学校生活を送っています。ありがとうございます。来年

度こそ、今年度以上に皆さまに、お気軽に学校へお越しいただく機会を増やしていきたいと考えています。 

まだまだ新型コロナウイルスの心配が続きます。いろいろと制約のある中、生活を送った子どもたち。吉田中学校の生徒も卒

業や進級の節目を迎えます。しなやかな竹もかたい節をつくって成長していきます。節目の日にぜひ、お子様と語り合っていた

だきたいと思います。明日は卒業証書授与式、どうぞよろしくお願いいたします。 

 吉田 CS学校運営協議会が紙面決議で開催され、本校の学校評価を承認していただきます。詳細は後日、保護者の皆さまに文

書でお配りしています。アンケート回答等、ご協力いただきありがとうございました。来年度に生かして参ります。 

（◎肯定的評価が高かったもの、昨年度より向上したものなどと□改善点など）…主だったもの 

◎地域と連携した体験活動や学校行事の内容は肯定的評価が高い。保小中の教職員・児童生徒同士の交流もあり、ふるさとへの

愛着や上級生としての自覚も高まった。 

□内容を精査し、教育課程にふるさと教育をバランスよく組み入れる。 

◎相手意識をもち表現力を磨くことを課題として、発表の機会を増やし、基礎テスト、朝読書等で語彙の習得に取り組んだ。 

□発表力の面で不十分な部分があり、継続的に来年度も取り組んでいく。 

◎テスト前の学習に特化した個人面談は、生徒の意識を変えるために有効であった。 

□家庭学習の継続に課題がある。「学習の手引き」の活用や生活習慣の見直しを組み入れた家庭学習支援をしていく。 

◎様々な取組により、生徒の人権意識や自己肯定感は上昇している。 

□生徒指導を継続する。キラリストの活動でいろいろな人のよいところを見つけられる工夫を考えていく。 

◎朝読書は時間設定の変更により、昨年度よりも充実した。 

□継続的な読書習慣が身についていない。授業での学校図書館活用や全校読書、本の紹介など生徒会とも連携した活動をする。 

□規則正しい生活について、生徒と大人の認識のずれが見られ、実践データや具体的な観点をもとに、改善を図りたい。 

□デジタル・シティズンシップ教育を継続的に行い、主体的にメディアコントロールできるよう家庭と連携して行っていく。 

◎自然災害について、総合センター・交流センターとの連携や実態に応じた火災・地震等の避難訓練を行うことができた。 

◎ICT 関連の設備の充実も図られ、授業での活用や災害時での活用が容易にできるようになった。 

◎「よしだラン＆ウォーク」のような地域と連携した活動や、地域のボランティア活動に参加することができた。 

◎４月からの HP(ホームページ)のアクセス回数が１３，０００回を超え、学校の様子を広報できた。(平均約４０回／日) 

□保護者・地域の方々への授業公開日を定期的、計画的に設定する。 

□危機管理の観点から、教室にインターホンの設置を教育委員会へ要望する。 

□教員は授業改善シートを見直し、表現力・目的意識・相手意識に焦点をあてた授業を公開する。 


